
～地方都市における「稼げるまちづくり」の推進に向けて～
 「まち・ひと・しごと創生総合戦略（２０１６改訂版）」（平成２８年１２月２２日閣議決定）では、地方都市にお

いて、地域の「稼ぐ力」や「地域価値」の向上を図る「稼げるまちづくり」を推進し、まちの賑わいと活力を生
み出し、民間投資の喚起や所得・雇用の増加等につなげていくこととしています。

 このため、地方都市における「稼げるまちづくり」の有望事例を「地域のチャレンジ１００」として取りまとめ
ました。まちづくりに取り組む地方公共団体や民間の担い手の方々の参考にして頂くことを期待します。

稼げるまちづくり取組事例集「地域のチャレンジ１００」

稼げるまちづくり
詳細はこちらから

検索

内閣府地方創生推進事務局
☎ 03‐5510‐2338
http://www.kantei.go.jp/jp/singi/tiiki/
seisaku_package/houdou.html

「稼げるまちづくり」の取組事例を６つのテーマで１００事例紹介

空き店舗・古民家等を活用した
起業・移住促進（３０事例）

観光需要を取り込むまちづくり
（１７事例）

地場産業を核としたまちづくり
（６事例）

伝統的な街並みを活かした集客拡大
（１６事例）

健康長寿をテーマとしたまちづくり
（７事例）

コミュニティの賑わいづくり
（２４事例）



テナントミックスサポートマネージャー着任

【兵庫県篠山市】城下町の古民家をまちのホテルに再生し、新たな事業、雇用により若者回帰を促進

【宮崎県日南市】外部人材の活用による油津商店街の再生と民間が主体となった自走の仕組みづくり

市が全国公募した「任期４年で２０店舗誘致」を担うテナント

ミックスサポートマネージャーを中心に、商店主等が共同で

「㈱油津応援団」を設立。空き店舗や遊休地を活用し、多世

代交流モールの整備等を実行に移し、まちの空気感を変え、

空間をリノベーション。（２２の新規出店を実現）

民間主導による
「稼ぐ力」の向上

・ 民間の知恵・資金を活かした自立的・持続
的なまちづくり（ハコモノ行政からの脱却）

・ ソフト施策との連携により、地場産業、観

光資源等の地域の強みを活かした新たな
需要と民間投資の拡大（所得・雇用増）

まち全体の
「地域価値」の向上

・ 健康長寿のまち、子育てしやすいまち、環

境共生のまちなど、地域の社会経済価値
の向上

・ 地域への誇り・愛着の醸成と、これに根差
した民間投資の拡大

「まちづくり」分野において、ハードとソフトの連携した取組により、
地域の「稼ぐ力」や「地域価値」を向上

ひとの流れと活気を生み出す地域空間の形成
ローカル・

ブランディング

ローカル・
イノベーション

ローカル・
サービス生産性

＜需要＞
・地域内外の潜在的な需要の掘り

起こし、新たな需要の創出（観光、
健康長寿、新産業等）

＜地域資源＞
・地域の強み（地場産業・技術、伝
統・文化、自然・景観等）

・ローカル・ブランディング、ローカ
ル・イノベーション

＜人材・協働体制＞
・地方創生人材の確保・育成
・PPP、産官学金労言士（自治体、

まちづくり会社、商店街、経済団
体、不動産・リノベーション事業
者、地域金融機関、NPO、地域
住民等の協働体制）

＜資金＞
・事業性評価に基づく地域金融
・ふるさと投資、クラウドファンディ
ング、社会的インパクト投資

・不動産ファイナンス
・BID、TID等の新たな分担金制度

＜地域空間＞
・遊休資産（空き店舗・空き家等）の有効活用・リノベーションによる収益力向上、
公的不動産（PRE）の集約再編等

・エリアマネジメント ・コンパクト＋ネットワークによる都市構造の再構築

稼げる
まちづくり

現状分析
（地域の強
み・弱み、地
域状況の変
化やチャン
ス・リスクの
客観的な把
握・分析）

戦略策定・
実行
（現状分析を
踏まえたビ
ジョン・アク
ションプラン
づくり、KPIと
PDCAの確立、
情報発信）

稼げるまちづくりの特徴的な取組事例

稼げるまちづくりとは

稼げるまちづくりに求められる要素

篠山城の城下町を「ひとつのホテル」と見立て、一般社団法

人ノオトと行政等が連携し、古民家等を活用して、宿泊棟、

レストラン、カフェ、工房、シェアオフィス棟などを配置するこ

とで、まちなかに新たな事業や雇用を創出し、若者の地方

回帰に寄与。（１７件の古民家等を再生）
篠山城下町ホテルNIPPONIA


